
（別紙３）

～ 2024年12月31日

（対象者数） 17 （回答者数） 16

～ 2024年12月31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子どもに合わせた室内の環境整備を職員間で話し合い、創意

工夫していきます。

2
毎月の会議で、季節感や子どもに合わせたプログラムの立案

を行っていきます。

3
さらなる質の向上を目指し、事例検討研修等を定期的に行

い、療育の底上げを行っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者様に聞き取りなど行い、必要に応じてイベントや

話し合いの場を設けていきます。

2
必要に応じて実施できるように、ペアトレの研修や内容の拡

充など行っていきます。

3
お便りなどを通して、実施状況や非常時の避難場所などの

発信を行っていきます。

療育するフロアが複数ある。
活動内容や子どもが落ち着いて過ごせるように、活動スペース

を区切っています。

曜日ごとに、保護者のニーズに特化した療育を行う事が出来て

いる。

曜日ごとに学習や運動に特化したプログラムの立案を定期的に

話し合い取り入れています。

さまざまな職種・経験を持った職員がいる。
職員会議などさまざまな視点から意見を出し合い、子どもの支

援方法などを考えています。

非常災害の発生に備えた避難訓練などの内容が伝えられていな

い。
訓練の実施状況や内容などが伝わりづらい可能性があります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流の場が少ない。 保護者同士が交流できる場の提供を行えていません。

保護者に向けたペアトレ等の実施がない。 ペアトレなどの実施を行えていません。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年1月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アイリスクラブ八尾南

○保護者評価実施期間 2024年12月1日

○保護者評価有効回答数

2024年12月1日

事業所における自己評価総括表公表


